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2001年11月、ユニセフと国際
こくさい

サッカー連盟
れんめい

（FIFA）は、子ども

たちのために世
せ

界的
かいてき

なパートナーシップを結
むす

び、2002FIFAワー

ルドカップTM期間中
きかんちゅう

の6月19日を、「子どものためのワールド･サ

ッカー･デー」と決
き

めました。

日本では、東京
とうきょう

の国立
こくりつ

競技場
きょうぎじょう

を中心
ちゅうしん

に全国
ぜんこく

の10都市
と し

でJリーグ

の選手
せんしゅ

などが参
さん

加
か

して、子どものためのサッカーイベントがひらか

れました。子どもたちはサッカーを楽
たの

しむ一方
いっぽう

、「子どもを差
さ

別
べつ

し

ない」「すべての子どもに教育
きょういく

を」「子どもたちを戦争
せんそう

からを守
まも

ろ

う」など、「子どものための10の約束
やくそく

」を子どもたちがアピールす

るセレモニーもおこなわれました。

世
せ

界
かい

では、アフガニスタン、バングラデシュ、中国
ちゅうごく

、韓国
かんこく

、チェ

コ、モザンビーク、パナマ、ポーランド、シエラレオネ、ソマリア、

南
みなみ

アフリカ、アメリカ合衆国
がっしゅうこく

など多くの国
くに

ぐにで子どもたちが

サッカーを楽
たの

しむイベントがひらかれました。

日
に

本
ほん

ユニセフ協会
きょうかい

大
たい

使
し

のアグネス･チャンさんが、8月19～

25日までカンボジアを訪問
ほうもん

し、タイとの国境
こっきょう

付
ふ

近
きん

を中心
ちゅうしん

に、売
う

り買
か

いされる子どもたちの実状
じつじょう

を視
し

察
さつ

しました。

昨年
さくねん

12月の「第2回子どもの商業的
しょうぎょうてき

性的
せいてき

搾取
さくしゅ

に反対
はんたい

する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

」でも、「子どもの人身売買
じんしんばいばい

」は大きなテーマでした。

売
う

られてしまった子どもたち。かれらの多
おお

くが、性的
せいてき

搾取
さくしゅ

のぎせ

いになったり、工場
こうじょう

に閉
と

じ込
こ

められて休
やす

むひまもなくひどい仕
し

事
ごと

をさせられたり、街
まち

でもの売りをさせられたりしています。

人身売買
じんしんばいばい

にあった子どもたちを保護
ほ ご

し、社会
しゃかい

で自
じ

立
りつ

して生
い

き

ていけるようにするためのセンターでアグネスさんがであった12

歳
さい

の女の子ヴェドさんは、バンコクに売
う

られ、花
はな

売
う

りをさせられ

ていたつらい経験
けいけん

を話
はな

しながら、一
いち

度
ど

もほほえむことはあり

ませんでした。アグネスさんは、「こんなひどいことから子

どもたちを守りたい」と報告会
ほうこくかい

でうったえました。

>>洪水
こ う ず い

に悩
なや

まされるアジア諸国
しょこく

今年の夏、ヨーロッパで起こった洪水
こうずい

が注目
ちゅうもく

を集
あつ

める一方、アジア諸国
しょこく

でも洪水の被
ひ

害
がい

が広がりました。

インド、バングラデシュ、ネパールのヒマラヤ山脈
さんみゃく

のふもとに広がる地
ち

域
いき

でおこった洪水
こうずい

では、900人近く

が亡
な

くなり、250万エーカーものトウモロコシ畑が流
なが

されました。この3カ国では6月にモンスーンの雨
あめ

が

ふりはじめてから、何
なん

度
ど

も被
ひ

害
がい

がおこっています。また、中国でも大きな洪水の被害が報告
ほうこく

されています。

ベトナムでは、南
なん

部
ぶ

のメコン川のデルタ地
ち

域
いき

で非
ひ

常
じょう

に危
き

険
けん

なレベルにまで水
すい

位
い

があがり、3年
ねん

連続
れんぞく

の大

きな洪水が予
よ

想
そう

されています。ユニセフは、洪水が予
よ

想
そう

されている地
ち

域
いき

で、避
ひ

難
なん

や安全
あんぜん

のための資
し

料
りょう

をく

ばったり、水上
すいじょう

診療所
しんりょうじょ

をつくる支
し

援
えん

をしたりしています。

アグネス･チャンさん
カンボジアを訪問

ほ う も ん

人身
じんしん

売買
ばいばい

から子どもを守
まも

りたい

>>アフリカ南
なん

部
ぶ

の国
くに

ぐにに食
しょく

糧
りょう

危機
き き

アフリカ南
なん

部
ぶ

の6カ国（ジンバブエ、マラウイ、ザンビア、モザンビーク、レソト、

スワジランド）では、干
かん

ばつや悪天候
あくてんこう

のために農作物
のうさくもつ

の収穫
しゅうかく

がへり、たいへんな食
しょく

糧
りょう

難
なん

が予想されています。食糧を保管
ほ か ん

しておく施
し

設
せつ

がじゅうぶんでなく、2年
ねん

続
つづ

いた

悪天候
あくてんこう

のため、貯蔵
ちょぞう

されていた食糧も底
そこ

をついています。この地域では、すでに770

万人が飢餓
き が

の危機
き き

にさらされており、その数は来年
らいねん

の3月までに1280万人にまで増
ふ

えると考えられています。ユニセフをはじめ、さまざまな国連
こくれん

機
き

関
かん

などが支
し

援
えん

をはじ

めていますが、食糧を支援するだけでは十分ではなく、栄養
えいよう

、飲
の

み水
みず

・衛生
えいせい

状態
じょうたい

を

よくすること、荒
あ

れてしまった農業
のうぎょう

をふたたび復活
ふっかつ

させることなど、さまざまな支援が

必要
ひつよう

とされています。

干ばつで荒れはてたトウモロコシ畑にたたずむ4歳の少
年アヤンダ。ジンバブエの首都ハラーレから550キロメ
ートル離れたベズ村にくらす ı世

界

各
地から

AFRICA
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6月1 9日ワールド･サッカー･デー

ワールド・サッカー・デー、アフガニスタン･カブー

ルのオリンピックスタジアムには、市内２つの子ども

サッカーチームのメンバーが集
あつ

まりました。少年たち

は、ブラジルやイングランドカラーのユニフォームを

着
き

ています。ユニフォームは大
たい

使
し

館
かん

や援助
えんじょ

機
き

関
かん

から

寄付
き ふ

されました。

ユニセフの支
し

援
えん

を得
え

て、アイルランドのNGO「ゴール」

がピッチを修繕
しゅうぜん

し、用
よう

具
ぐ

をそろえ、地
じ

元
もと

のスポーツ好
ず

きの人たちと準
じゅん

備
び

を続
つづ

けてきました。それでも、スタ

ジアムのピッチは、ぼこぼこで、ひかえの選手
せんしゅ

が待
ま

つ

日かげもなく、ゴールにはネットがありません。ピッ

チを示
しめ

す白線
はくせん

もところどころ消
き

えています。

「ベッカムが最高
さいこう

だよ」ひとりの少年
しょうねん

が自
じ

信
しん

たっぷ

りに言います。10分後、8歳
さい

のロナウドファン、モハ

メド・シカブから激
はげ

しいタックルを受けます。速
はや

いペ

ースで試
し

合
あい

は進
すす

み、ボールがピッチをいったりきたり

します。観戦
かんせん

にやってきた100人ほどのサポーターが

どよめきます。試
し

合
あい

は真剣
しんけん

そのものですが、雰
ふん

囲
い

気
き

は

とても友好的
ゆうこうてき

です。ファウルはたった3つだけ、審判
しんぱん

がカードに手をのばすことは一
いち

度
ど

もありませんでした。

このスタジアムで、タリバン政権
せいけん

による公開処刑
こうかいしょけい

がお

こなわれていたときから、まだ1年もたっていません。

今日
き ょ う

、その恐怖
きょうふ

の舞
ぶ

台
たい

は、チームワークと友情
ゆうじょう

の舞
ぶ

台
たい

に生
う

まれ変
か

わりました。スポーツは、ともに生きるこ

と、違いがあっても平
へい

和
わ

的
てき

に解決
かいけつ

すること、そして競
きそ

いあうことは必
かなら

ずしも対立
たいりつ

ではないことを学
まな

ぶとても

よい方法
ほうほう

です。女の子の間ではバレーボールが人
にん

気
き

で

す。スポーツを通
つう

じて平
へい

和
わ

を築
きず

くとりくみは、ますま

す広
ひろ

がっていくでしょう。
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と 
カブールスタ
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6月1 9日ワールド･サッカー･デー
すべての子どもたちがサッカーを楽

たの

しめる世
せ

界
かい

にしよう



初日
しょにち

は開会式
かいかいしき

の後
あと

、8つの地
ちい

域
き

グループご

とに集
あつ

まって子どもフォーラムの目標
もくひょう

や話
はな

し合
あ

いたいテーマを決
き

めました。日本は東南
とうなん

アジ

アのグループに入り、話し合いのルールは「だ

まって人の話を聞く」、そして目標
もくひょう

は「楽しくやろう！」とい

うことに決
き

まりました。話し合いたいテーマには、教育
きょういく

、商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾取
さ く し ゅ

、健康
けんこう

問題
もんだい

の順
じゅん

に多
おお

く意
い

見
けん

があげられました。

午後
ご ご

には「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」とは何か、この総会が最
さい

後
ご

にとりあげようとしていた文書
ぶんしょ

“A World Fit for Children

（子どもにふさわしい世界）”の案
あん

にどんなことが書
か

かれてい

るか、などの説明があり、こ

の総会がひらかれる理
り

由
ゆう

やこ

の10年間の子どもの状況
じょうきょう

、

会議で何がおこなわれるのか

を聞きました。メディアによ

る取材
しゅざい

についての注意
ちゅうい

などが

あった後
あと

、最後に子ども参
さん

加
か

者
しゃ

全員
ぜんいん

で写真
しゃしん

を撮
と

り、1日目

は終わりました。

子ども記者からの
質問に答えるキャ
ロル・ベラミー
ユニセフ事務局
長。子どもたちは
会期中各界のリ
ーダーたちと積極
的に話しました。

ユニセフ 子どもネットニュース
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2日目は、次の4つの「委
い

員会
いんかい

」を決
き

めるこ

とからはじまりました。「委員会」には各
かく

地
ち

域
いき

グループからひとりずつの委
い

員
いん

を出
だ

します。

メディア担当
たんとう

（取材
しゅざい

に応
おう

じる）、 閉会
へいかい

セレモ

ニー担当、 話し合いの評価
ひょうか

担当、 話
はな

し合
あ

いの内容
ないよう

をまと

める担当。

その後は、 教育
きょういく

、 子どもの兵
へい

士
し

、 参
さん

加
か

と協力
きょうりょく

、 搾
さく

取
しゅ

と暴力
ぼうりょく

と虐待
ぎゃくたい

、 HIV/エイズ、 貧困
ひんこん

、 環境
かんきょう

、 健康
けんこう

、

の8つのテーマグループに自
じ

由
ゆう

に分
わ

かれ、話し合いをおこない

ました。私は 搾取と暴力と虐待グループに参
さん

加
か

し、日本に

は子どもの商業的性的搾取を目的
もくてき

にアジアに出かける男性
だんせい

が

いるということを発表
はっぴょう

しました。私のグループにはアフリカや

インドなどの子どもたちが多
おお

く集
あつ

まり、子どもの労働
ろうどう

やスト

リートチルドレンについて多く話されました。ユーゴスラビア

から来ていた子が、テレビで放送
ほうそう

されているセックスや暴
ぼう

力
りょく

のシーンのことを問題にしていたことが印象
いんしょう

に残
のこ

っています。

話し合いの後、全員で集まり、話し合われた内容
ないよう

を発表
はっぴょう

し

ました。教育についての発表では、「もっと学校
がっこう

をたてるべき

だ」「先生
せんせい

の数を増
ふ

やさないと」などの意見が多く、それを聞

いて日本の教育の問題点、たとえば「子どもの基
き

本
ほん

的
てき

な権
けん

利
り

について知らない」などとはすこし次
じ

元
げん

がちがうな、と感
かん

じ

ました。

最
さい

終
しゅう

日
び

は、本
ほ ん

会
か い

議
ぎ

中
ちゅう

のサイドイベントの参
さん

加
か

者
しゃ

を決めました。本会議場でおこなわれる各

国からの発表やパネルのほかに、会場となって

いた国連
こくれん

ビルのさまざまなところで、関連
かんれん

のサ

イドイベントがおこなわれる予
よ

定
てい

だったのです。

私は昨年
さくねん

12月にひらかれた「第2回 子どもの商業
しょうぎょう

的
てき

性的
せ い て き

搾
さ く

取
しゅ

に反対
はんたい

する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

（横浜会議）」のフォローアップイ

ベント“Beyond Yokohama（横浜をこえて）”に参加する

ことになりました。このイベントは9日の午後
ご ご

ひらかれ、横浜

会議のビデオ上
じょう

映
えい

後
ご

、10分間の子ども代表
だいひょう

によるプレゼンテ

ーションの時
じ

間
かん

に、私と、もうひとりの日本からの政府子ど

も代表だった澤
さわ

野
の

佳
よし

子
こ

さんとアフリカから来ていた男の子と

で、ひとつのスピーチを発表
はっぴょう

しました。スピーチの内容
ないよう

は、私

と澤野さんの強
つよ

い希
き

望
ぼう

で、横浜会議で発表された子ども・若

者代表によるファイナルアピールを盛
も

り込
こ

むというかたちにな

りました。ファイナルアピールのポイントの中からいくつかを

補
ほ

足
そく

説明
せつめい

しながら、子どもたちが何をアピールしたかを伝え

ました。横浜会議の子ども・若者代表によるファイナルアピ

ールは、最終
さいしゅう

的
てき

に国連
こくれん

文書
ぶんしょ

となり、各国
かっこく

に正式
せいしき

な記
き

録
ろく

文書
ぶんしょ

と

して配
くば

られました。それも成
せい

果
か

のひとつになったと思います。

「子どもフォーラム」最
さい

終
しゅう

日
び

の閉会式
へいかいしき

はすごい盛
も

り上
あ

がり

でした。希
き

望
ぼう

者
しゃ

をつのり、1カ国1～2分ほどの出し

物が次から次へとおこなわれました。民
みん

族
ぞく

衣
い

装
しょう

を着
き

て踊
おど

ったり、歌
うた

ったりする子

どもが多
おお

く、日本の子どもたちは、

はっぴやゆかたを着て三本
さんぼん

締
じ

めで

会場
かいじょう

を盛
も

り上
あ

げました。

©UNICEF/HQ02-0077/
Susan Markisz
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「国連子ども特別総会」に世界の子どもたちが参加 

せ 

こ
え 

と
ど 

こく れん とく べつ そう かい せ かい さん か 

かい きず 

2002年5月8日から10日まで、アメリカ合衆国
がっしゅうこく

のニューヨークで、「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」がひらか
れました。この会

かい

議
ぎ

は、今
こん

後
ご

およそ10年
ねん

の間
あいだ

に子ど
もたちのために世

せ

界
かい

が何
なに

をするのかを約束
やくそく

する大切
たいせつ

な
会
かい

議
ぎ

で、ユニセフもその成功
せいこう

に向
む

けて長
なが

い間とりく
んできました。
会議には、60カ国以上の首脳

しゅのう

、およそ180カ国の
政
せい

府
ふ

の高官
こうかん

、250人以上の各国
かっこく

の国会
こっかい

議
ぎ

員
いん

、そして
政
せい

治
じ

以
い

外
がい

の分
ぶん

野
や

から合計
ごうけい

6000人もの参
さん

加
か

者
しゃ

が集
あつ

ま
りました。1989年に「子どものための世界サミッ
ト」がひらかれてから、世界の子どもたちの状況

じょうきょう

は
どれだけよくなったのか、それとも悪

わる

くなったのか、
これから何をしなければならないのか、真剣

しんけん

な話
はな

し合
あ

いが続
つづ

きました。
この会議が子どもたちにとって大切

たいせつ

だった理
り

由
ゆう

がも
うひとつあります。それは、子どもたちが初

はじ

めて国連
総会に正式

せいしき

に参
さん

加
か

したことです。世界153カ国から
集
あつ

まった404人（女子241人、男子163人）の子ど

もたちは、本
ほん

会
かい

議
ぎ

直前
ちょくぜん

の5月5日～7日にひらかれた
「子どもフォーラム」に参加しました。司

し

会
かい

も子ども、
出席者
しゅっせきしゃ

も子ども、最初
さいしょ

のゲストスピーカーを除
のぞ

いて
まったくおとなのいない、3日間の子どもたちだけの
会議でした。そして、「国連子ども特別総会」の開会
式で、子どもの代表

だいひょう

2人がスピーチをおこない、「国
連子ども特別総会」が最終日

さいしゅうび

に会議の結論
けつろん

とした
文書
ぶんしょ

「子どもにふさわしい世界」の内容
ないよう

にも大きな
影響
えいきょう

を与えました。

子どもたちは、この大切な国際会議で、どのよう
に活躍

かつやく

したのでしょう。元
もと

ユニセフ子どもネットワー
カーで、「国連子ども特別総会」に政府子ども代表
のひとりとして参加した田

た

中
なか

郁
いく

江
え

さんに報告
ほうこく

してもら
いました。田中さんは、昨年12月に横浜

よこはま

でひらかれ
た「第2回子どもの商業的

しょうぎょうてき

性的
せ い て き

搾取
さ く し ゅ

に反対する世界
会議」にも参加し、そのときの体験

たいけん

をこの会議で発表
はっぴょう

しました。

子どもフォーラム開会式で自作の“世界が
必要としていること”という歌をひろうし
た10歳のシャウン・トンプソンくん。
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国連子ども特別総会開会式
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子どもフォーラムの参加者たち
©UNICEF/HQ02-0074/Susan Markisz

子どもフォーラムに参加する
田中郁江さん（左）©日本ユニセフ協会

子どもフォーラムの最終日。それぞれの
民族衣装などを身につけた参加者達が、

風船をとばしました。
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田
た

中
なか

郁
いく

江
え

さん

からの

「子どもフォーラム」
報告
ほ う こ く

©UNICEF/02-089/Susan Markisz
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子どもフォーラムと子ども特別総会に参加して

率直
そっちょく

な感想
かんそう

として、「子どもフォーラム」は、問題
もんだい

はあったけれ

ど、子ども参
さん

加
か

をはじめておこなった国連総会
こくれんそうかい

にしては、成功
せいこう

したと

いえるのではないかと思います。なにしろ子どもが400人
にん

以
い

上
じょう

もいた

ので、収拾
しゅうしゅう

がつかず、何がおこなわれているのかよく把
は

握
あく

できなかっ

たり、通訳
つうやく

の問題などから時
じ

間
かん

がむだにかかってしまったり、という

ことが多
おお

かったです。しかし、それは何より「子ども参加」を常
つね

に念
ねん

頭
とう

においていたからだと思います。決
き

めごとがスムーズにいかず、時
じ

間
かん

がオーバーしていてもファシリテーター（司
し

会
かい

者
しゃ

）は口を出
だ

さず、だ

まって見
み

まもっていました。話し合いのときも、内容
ないよう

を重
じゅう

視
し

するより、

全員がかならず発言
はつげん

することに気
き

を配
くば

っていました。それでも英
えい

語
ご

が

できる人が多
た

少
しょう

有
ゆう

利
り

であったことは事
じ

実
じつ

ですが、横浜
よこはま

会
かい

議
ぎ

のような大

きな混乱
こんらん

はなく終
お

わったことに心からホッとした、というのが正直
しょうじき

な

ところです。

だから、よく言えば「子ども参加」を本当
ほんとう

に考
かんが

えたフォーラムでし

たが、悪
わる

く言えば内容
ないよう

の薄
うす

い話
はな

し合
あ

いだったと思います。しかし、世

界中の400人の子どもが集まって内容の濃
こ

い話し合いをするのは本当

にむずかしいと思うし、同
おな

じ想
おも

いを持
も

った子どもたちが世界中から400

人も集まってきたという事
じ

実
じつ

だけでもすばらしいことだなと実感
じっかん

しまし

た。横浜
よこはま

会
かい

議
ぎ

のファイナルアピールの時
とき

の感動
かんどう

がよみがえり、あの時

のような一体感
いったいかん

をまた実感
じっかん

できました。

子どもの問題
もんだい

に対するとりくみとして、1990年代は「教育
きょういく

」や「健康
けんこう

」が中心
ちゅうしん

となっていまし

たが、今回
こんかい

これに加
くわ

えて「虐待
ぎゃくたい

・搾取
さくしゅ

・暴力
ぼうりょく

」や「HIV/エイズ」があらたな課
か

題
だい

とされました。ま

た、思
し

春
しゅん

期
き

の子ども（およそ12～17歳）へのとりくみや、子ども参
さん

加
か

がより大切
たいせつ

にされました。

●総会
そうかい

で約束された主
おも

なこと●

○ 赤
あか

ちゃんや5歳
さい

になる前
まえ

の子どもが命
いのち

を失
うしな

う割合
わりあい

を、2010年までに少なくとも3分

の1へらし、2015年までには、3分の2へらす

○ 赤ちゃんを妊娠
にんしん

したり出産
しゅっさん

したりするお母
かあ

さんが命
いのち

を失
うしな

う割合
わりあい

を、2010年までに少

なくとも3分の1へらすとともに、2015年までには4分の3へらす

○ 2015年
ねん

までにすべての子どもたちが基
き

礎
そ

的
てき

な保
ほ

健
けん

サービスを受
う

けられるようにする

○ 2010年までに、学校
がっこう

に行
い

くはずの年齢
ねんれい

なのに学校
がっこう

に行っていない子どもの数
かず

を半分
はんぶん

にへらし、10人のうち9人の子どもは小学校やその代
か

わりになる場
ば

所
しょ

に通
かよ

えるよう

にする

○ 2015年までに小学校
しょうがっこう

や中学校
ちゅうがっこう

における男女
だんじょ

の不
ふ

平等
びょうどう

をなくす

○ 2010年までに読
よ

み書
か

きや計算
けいさん

のできるおとなの割合
わりあい

を50％増
ふ

やす

○ 最
もっと

も深刻
しんこく

な影響
えいきょう

を受
う

けている国
くに

は2005年、世
せ

界
かい

全体
ぜんたい

では2010年までに、15～24

歳
さい

のHIVの感染率
かんせんりつ

を50％へらす、という目標
もくひょう

を実現
じつげん

するために、達
たっ

成
せい

期
き

限
げん

を定
さだ

めた

国内目標
こくないもくひょう

を2003年までにつくる。

○ HIVに感染
かんせん

している赤ちゃんや幼
おさな

い子どもの割合
わりあい

を、2005年までに20％、2010年

までに50％へらす

14 歳
さい

のとき、軍隊
ぐんたい

に入りました。家
か

族
ぞく

はひとりのこらず殺
ころ

されてしまい、

復
ふく

しゅうしようと思っていたのです」

「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」の前日に、国連
こくれん

安全
あんぜん

保
ほ

障
しょう

理
り

事
じ

会
かい

でひらかれた「紛争
ふんそう

下
か

の子

ども」についての会合
かいごう

に、戦争
せんそう

で被
ひ

害
がい

を受
う

け

た3人の子どもと若者
わかもの

が参
さん

加
か

し、自分たちの過
か

酷
こく

な体験
たいけん

を話
はな

しました。イズマエルは3

年間
ねんかん

シエラレオネの内戦
ないせん

を戦
たたか

いました。「他
ほか

の人を思
おも

いやるような人間的
にんげんてき

な気持
き も

ちはだんだ

ん消
き

え、銃
じゅう

を持
も

っていることが心
ここ

地
ち

よくなっていきました」イズマエルは当
とう

時
じ

のことをそう

ふりかえります。その後、リハビリテーション・センターで学校
がっこう

に通
かよ

うようになってはじめ

て、自分のしたことに対する罪
つみ

の深
ふか

さと恥
は

ずかしさを感
かん

じるようになったといいます。よう

やく社会
しゃかい

復
ふっ

帰
き

したイズマエルは、現在
げんざい

アメリカで勉強
べんきょう

しています。

この会合で、アナン国連
こくれん

事務
じ む

総長
そうちょう

は、「あまりにも長
なが

い間
あいだ

、子どもたちが兵
へい

士
し

として使
つか

われてきたことが悔
く

やまれます」と話し、国連が子どもの兵
へい

士
し

をなくすためのあらたな対策
たいさく

をすすめると発表
はっぴょう

しました。

5月8日には、ニューヨークのマンハッタンは、「子どもの権
けん

利
り

を守
まも

ろう」という子どもたちのパレー

ドでうめつくされました。100カ国以上の子どもたちが、自
じ

分
ぶん

の国の国
こっ

旗
き

や、「世
せ

界的
かいてき

な教育
きょういく

キャ

ンペーンを」と書
か

かれたオレンジ色
いろ

の風船
ふうせん

、「子どもの兵士をなくそう」というプラカードを持
も

ったり、

「子どもの労働
ろうどう

をなくそう」と書
か

かれたTシャツを着たりして行進
こうしん

しました。行進しながら、「わたした

ちは何がほしい？」「子どもの権利！」というメッセージを大声でうったえました。沿道
えんどう

では、おとな

たちが拍手
はくしゅ

を送
おく

り、商店
しょうてん

やレストランから出てきた人が子どもたちを応援
おうえん

しました。

5月7日、「子どもフォーラム」の最終
さいしゅう

日
び

には、この総会
そうかい

に向
む

けて全
ぜん

世
せ

界
かい

でとりく

まれていたセイ・イエス・フォー・チルドレン・

キャンペーンで集
あつ

まった署名
しょめい

の数
かず

が発表
はっぴょう

されま

した。その数は、194か国から合計
ごうけい

9400

万
まん

以
い

上
じょう

。これだけの人びとが、子どもたちへ

の思
おも

いを署名
しょめい

というかたちで明
あき

らかにし、子ど

ものために行動
こうどう

を起
お

こすよう声
こえ

をあげたのです。

世界のおよそ60人にひとりはこの署名
しょめい

に参
さん

加
か

したことになります。

署名の数は、ネルソン・マンデラ氏とグラ

サ・マシェル氏に報告
ほうこく

され、世界中の人びと

の声は、集まった全
ぜん

世
せ

界
かい

の各界
かっかい

のリーダーに

大きな影響
えいきょう

を与
あた

えました。ユニセフ子どもネッ

トワーカーが集めた署名
しょめい

の数は8,804でした。
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国連子ども特別総会」の初日
しょにち

、子どもたちによ

るスピーチを発表したのは、ボリビアから来

た13歳
さい

のガブリエラ・アリエッタさんとモナコから

来た17歳
さい

オードリー・シェイヌさんです。さまざま

なところで権
けん

利
り

を守
まも

られずにくらしている子どもたち

の代
だい

理
り

として、ふたりは力
ちから

強
づよ

いメッセージを世界に

伝
つた

えました。

スピーチ 「わたしたちにふさわしい世
せ

界
かい

」（一部抜
ばっ

すい）

「わたしたちは世界の子ども。わたしたちは、搾取
さくしゅ

や虐待
ぎゃくたい

の犠
ぎ

牲
せい

になっている子ども。わたし

たちはストリートチルドレン。わたしたちは戦争
せんそう

の子ども…。わたしたちは、これまで声
こえ

を聞
き

かれることのなかった子どもです」

「わたしたちにふさわしい世界がほしいのです。子どもにふさわしい世界は、すべての人にふさ

わしい世界でもあります」

「わたしたちにふさわしい世界では…

「わたしたちは約束
やくそく

します。おとなになったときにも、子どもである今
いま

と同
おな

じ情熱
じょうねつ

をもって、子どもたちの権
けん

利
り

を守
まも

ることを」

「わたしたちは世界の子ども、生
う

まれや育
そだ

ちは違
ちが

っても、共通
きょうつう

の現実
げんじつ

を分かち合う

のです。あなたがたは子どもを未
み

来
らい

と呼
よ

びます。けれどもわたしたちは、今を生き

る存在
そんざい

でもあるのです」
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・子どもの権
けん

利
り

が大
だい

事
じ

にされます

・搾取
さくしゅ

も虐待
ぎゃくたい

も暴力
ぼうりょく

もありません

・戦争
せんそう

もありません

・必要
ひつよう

な医
い

療
りょう

が受
う

けられます

・HIV/エイズがなくなります

・環境
かんきょう

が守
まも

られています

・貧困
ひんこん

の悪循環
あくじゅんかん

はありません

・教育
きょういく

が受
う

けられます

・子どもたちが積極的
せっきょくてき

に参
さん

加
か

する

ことができます」

マンハッタンは子どもで
いっぱいに

国連子ども特別総会での子どもたち

保
ほ

健
けん

について

教育
きょういく

について

HIV/エイズ
について

9400万人
まんにん

の「SAY
セイ

YES
イエス

！」

国連本部で「Say Yes」
の誓いをするアナン国連
事務総長と子どもたち

©UNICEF/Stacy Sullivan

「わたしたちにふさわしい世
せ

界
かい

」 元
もと

子どもの兵
へい

士
し

の証言
しょうげん

「 「

「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」で約束
やくそく

されたこと



上
じょう

席
せき

事
じ

業
ぎょう

資
し

金
きん

担
たん

当
とう

官
かん

とはどのよう

な仕
し

事
ごと

ですか？

また、市川さんのお仕事は？

Ａ:（久木田さん）世
せ

界
かい

中
じゅう

で活
かつ

動
どう

するユニセフの資
し

金
きん

は3分

の2がいろいろな国
くに

の政
せい

府
ふ

から、3分の1が民
みん

間
かん

から提
てい

供
きょう

され

ています。日本だと日本ユニセフ協
きょう

会
かい

が集めているのが民間の

みなさんからの募
ぼ

金
きん

です。ユニセフの資金は自由な拠
きょ

出
しゅつ

金
きん

で

す。各国がユニセフの仕事がいいと思えば出す。よくなければ

出さないというものです。今、ユニセフ全体で1年間に10億
おく

米
べい

ドルぐらい（日本円でおよそ1200億円くらい）の資金をい

ただいています。その中でわたしは政府からよせられる資金を

担当しています。日本、韓
かん

国
こく

、オーストラリア、ニュージーラ

ンドの政府やアジア開
かい

発
はつ

銀
ぎん

行
こう

、世界銀行などの国
こく

際
さい

金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

からの資金を担当し、協力関係をたもつ仕事をしています。

（市川さん）わたしはバングラデシュ事
じ

務
む

所
しょ

のプランニング・

セクションという部
ぶ

で働
はたら

いています。事務所全
ぜん

体
たい

の仕事を見

つつ、政
せい

府
ふ

と相
そう

談
だん

しながら、子どもについてどのようなプロジ

ェクトをすすめていったらいいかを決めたり、子どもや女
じょ

性
せい

の

状
じょう

況
きょう

について全
ぜん

国
こく

調
ちょう

査
さ

をしたりしています。それから、バング

ラデシュの“女性と子ども省
しょう

”と協
きょう

力
りょく

し、子どもの権
けん

利
り

が守
まも

られているかどうかを調
しら

べて、国
こく

連
れん

の「子どもの権利委
い

員
いん

会
かい

」

へレポートを送
おく

るという仕事もしています。

ユニセフで働
はたら

こうと思
おも

ったきっかけは何
なん

ですか?

Ａ:（久木田さん）小さいころは理
り

科
か

少
しょう

年
ねん

だったのですが、高
こう

校
こう

生
せい

のときに、人
にん

間
げん

のこと、世
せ

界
かい

はなぜこんな状
じょう

態
たい

なのかとい

うことをもっと知りたいと考
かんが

えるようになりました。それから

海
かい

外
がい

で仕事をしたいとも考えるようになったので、英
えい

語
ご

を勉
べん

強
きょう

しはじめました。高校生くらいだとちょうど「自
じ

分
ぶん

とは何か」

なんてことを考えるようになる時
じ

期
き

ですよね。わたしは、自分

自
じ

身
しん

の力がついていくことと人
じん

類
るい

の平
へい

和
わ

や発
はっ

展
てん

、どちらもがか

なう生
い

き方
かた

をしたいと思
おも

いました。海外に出
で

て仕事をするに

は、特
とく

派
は

員
いん

になったり、商
しょう

社
しゃ

マンになったり、外
がい

交
こう

官
かん

になった

り、いろいろな方
ほう

法
ほう

があります。でも、商社で働いたらその会
かい

社
しゃ

のため、外交官なら国
こく

益
えき

を考えなければならない。特派員な

ら自分は手を出
だ

さずにありのままを報
ほう

道
どう

するという役
やく

割
わり

があり

ます。そう考えると、自分の信
しん

じていることをそのままやれる、

そしてその仕事が人類全
ぜん

体
たい

の幸
こう

福
ふく

につながる仕事は国
こく

連
れん

職
しょく

員
いん

だと思い、大
だい

学
がく

2年
ねん

のころから国連職員をめざしました。

（市川さん）小学校のころに「ユンボギの日
にっ

記
き

」という昔
むかし

の韓
かん

国
こく

のストリートチルドレンのことを書
か

いた本
ほん

を読
よ

みました。そ

のとき、「世
せ

界
かい

にはこんなに困
こま

っている人がいる。わたしには

何ができるのか」と考えました。それで、人を助
たす

けられるよう

な仕事や、世界が平和になるような仕事につきたいと思うよう

になりました。今は、外
がい

務
む

省
しょう

がおこなっているジュニア・プロ

フェッショナル・オフィサー（JPO）という国連に日本人の職

員を派
は

遣
けん

する制
せい

度
ど

で、ユニセフで働いています。

Ａ:（市川さん）わたしは独
どく

身
しん

ですが、国
こく

連
れん

で働
はたら

きつづけたい、

という独身女
じょ

性
せい

にとって、家
か

族
ぞく

を持
も

つことは大きな問
もん

題
だい

です。

2、3年ごとに国から国へ移
い

動
どう

する生活では結
けっ

婚
こん

はむずかしいのです。将
しょう

来
らい

わたしの両
りょう

親
しん

が年

をとったときにどうするかなど、日本に残している家族の問題

もありますね。わたしの母
はは

はわたしを手
て

伝
つだ

うために一年間バン

グラデシュで一
いっ

緒
しょ

に生
せい

活
かつ

してくれました。現
げん

地
ち

のボランティア

に参
さん

加
か

したりして、バングラデシュでの生活を元
げん

気
き

に楽
たの

しんで

いましたけれどね。

（久木田さん）わたしには妻
つま

と高校生の息
むす

子
こ

、小学生の娘
むすめ

がい

ます。国連職員の家族は本当に大
たい

変
へん

です。何年かごとに生活

や言
こと

葉
ば

がまるっきり変わりますし、わたしが出
しゅっ

張
ちょう

している間
あいだ

は、

自分たちだけで生活しなくてはなりません。

でも、日本では経
けい

験
けん

できないこともたくさんあります。イン

ターナショナルスクールに通
かよ

う娘は英
えい

語
ご

も日本語もじょうずで

す。ストリートチルドレンなどにであって、そのくらしをよく

知っているので、むだ使
づか

いをしたりわがままを言ったりは少
すく

な

いと思います。息子はもう4カ国で生活しています。中学の卒
そつ

業
ぎょう

論
ろん

文
ぶん

でストリートチルドレンについて発
はっ

表
ぴょう

しましたが、よく

できていました。妻はバングラデシュで日本人のボランティア

会を立ち上げたり、NGO（民間の活動団体）についての本を何
なん

冊
さつ

か翻
ほん

訳
やく

しています。現
げん

地
ち

のNGOについてはわたしよりもく

わしいですね。

もし、危
き

険
けん

度
ど

の高
たか

い地
ち

域
いき

への派
は

遣
けん

が決まった場
ば

合
あい

はどう

するのですか？

Ａ:（久木田さん）ユニセフは、子どものためなら何でもやる

機
き

関
かん

です。また、もっとも現
げん

場
ば

に近
ちか

い国連機関といわれていま

す。世界の子どもたちのことを知ってほしい、子どもたちのた

めに何か手伝いたい、そのためなら命
いのち

をかけてもいい、という

のが国連職員だと思います。大切なのは、そういった使
し

命
めい

感
かん

や信
しん

念
ねん

です。わたしはどこへでも行って働きたいと思います。

バングラデシュでは子どもたちは

どんなようすですか？

Ａ:（市川さん）バングラデシュは、北
ほっ

海
かい

道
どう

の2倍
ばい

ほどの大きさのところに、日本より多くの人びとがく

らしています。（データブックを取り出して）では、分
ぶん

野
や

ごと

に説
せつ

明
めい

しましょう。

健
けん

康
こう

について

バングラデシュでは、1000人生まれたうち54人は1歳
さい

に

なる前
まえ

に命
いのち

を失
うしな

っています（2000年）。5歳
さい

まで生きられる割
わり

合
あい

はもっと低
ひく

くて、1000人のうち82人は亡
な

くなっています。

この割合、日本だと4人くらいですね。

命を失う原
げん

因
いん

はたとえばげりです。脱
だっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

をおこして亡くな

ります。手当てが遅れるととてもあぶないのです。また、かぜ

から肺
はい

炎
えん

になったり、最
さい

近
きん

は減
へ

っていますがはしかなど予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

で防
ふせ

げる病
びょう

気
き

が原
げん

因
いん

のこともあります。

教
きょう

育
いく

について

小学校の就
しゅう

学
がく

率
りつ

は男女とも約
やく

80%ぐらいです。

そのうちの70%

ぐらいが5年生ま

で進級していま

す。だから5年生

になっているのは全
ぜん

体
たい

の約
やく

半
はん

分
ぶん

ですね。ただ、1クラスに90人

も子どもがいるような状
じょう

況
きょう

で、あまり質
しつ

のいい教育をしている

とはいえません。小学校を出てもその半
はん

分
ぶん

くらいしか十分な能
のう

力
りょく

を身
み

につけられていない、と考えられています。

中学校に進
すす

むのはさらに一
いち

部
ぶ

です。特
とく

に女の子は、それく

らいの年ごろになると結
けっ

婚
こん

しなさいといわれて学校をやめてし

まいます。男の子もお金がないから学校をやめて家
いえ

のために働
はたら

くことが多く、高校まで進む子どもは全体の20%くらいでは

ないでしょうか。

水
みず

と衛
えい

生
せい

について

バングラデシュにはダッカ

やそのほかの都市をのぞいて

水
すい

道
どう

がないので、ほとんどの

人は井
い

戸
ど

に頼
たよ

っています。

最
さい

近
きん

わかったことなのです

が、その井戸の水が“ヒ素
そ

”

という毒
どく

におかされていて、

多くの人がヒ素中
ちゅう

毒
どく

になっ

ています。ユニセフはヒ素が出ないところまで掘
ほ

った深
ふか

井
い

戸
ど

を

つくったり、雨
あま

水
みず

を使
つか

うようにすすめたりしていますが、毎日

使う水の問
もん

題
だい

なので、そう簡
かん

単
たん

にもいきません。

それから…、トイレはきたないです。たれ流
なが

しの状
じょう

態
たい

だから

きたないんだと思うんですね。農
のう

村
そん

では、ちょっと囲
かこ

ったボッ

クスみたいなものを建
た

てて、その中がトイレになっています。

トイレの下は池
いけ

や田んぼです。その池では洗
せん

濯
たく

をしているし、

子どもも泳
およ

いでいます。いけない、と思いますが、ほかにトイ

レはありません。農村やスラム地
ち

域
いき

ではなんと82%がこうし

た“いけない”トイレです。

働
はたら

く子どもたち

バングラデシュでは、10人に2人ぐらいの子どもがフルタ

イムで働いていると考えられています。農
のう

村
そん

で農
のう

業
ぎょう

を手
て

伝
つだ

う

子どもが多くて、農村に住んでいる男の子が学校をやめる一
いち

番
ばん

大きな理
り

由
ゆう

になっています。仕事の内
ない

容
よう

では、都
と

市
し

部
ぶ

の子

どもの方が危
き

険
けん

な仕事についています。ユニセフは、子どもた

ちをなるべく危険な仕事から離
はな

し、教
きょう

育
いく

を受
う

けられるように

するための活動をしています。

（久木田さん）開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

の問題の多くは共
きょう

通
つう

しています。ま

ずは生きる、教育を受ける、そして社会に参加する、こうし
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現在、ユニセフ本部上席事業資金担当官。ユニセ

フ・モルディブ事務所、ナミビア事務所、駐日事務

所で仕事をしたあと、バングラデシュ事務所次長に。

全事業の統括、政府やNGO、開発協力機関との渉

外や資金調達を担当する。2002年4月より現職。

現在、ユニセフ・バングラデシュ事務所プランニン

グ・セクションのアシスタント・プログラム・オフィ

サー。国内外の一般企業勤務、NY国連本部にある

平和維持活動（PKO）局でインターン、アジア開発

銀行研究所などを経て、2000年からユニセフ勤務。

P r o f i l e

INTERVIEWINTERVIEW

久
く

木
き

田
た

純
じゅん

さん 市
いち

川
かわ

奈
な

緒
お

美
み

さん

子どもたちが楽しく学べる学校づくりなどのプロジェクトも
すすんでいます。©UNICEF/HQ96-0713/Noorani

かい はつ と じょう こく もん だい 

じ ぶん しん 

こく れん しょく いん 

バングラデシュの農村やスラムでは水やトイレの問題を
かかえています。
©UNICEF/Water&Sanitation inBangladesh - 02

き　しゃ 

ユニセフ 子どもネットニュース

今回、ユニセフ子どもネットワーカー記
き

者
しゃ

は、ユニセフに入って16年、ナミビア

やモルディブ、バングラデシュなどの事
じ

務
む

所
しょ

を歴
れき

任
にん

し、現
げん

在
ざい

はユニセフのニュ

ーヨーク本
ほん

部
ぶ

で上
じょう

席
せき

事
じ

業
ぎょう

資
し

金
きん

担
たん

当
とう

官
かん

を務
つと

めるベテランスタッフの久
く

木
き

田
た

純
じゅん

さんにイン

タビューしました。この4月まで久木田さんが副
ふく

代
だい

表
ひょう

をつとめていたバングラデシュ事

務所で働
はたら

くユニセフに入って2年の市
いち

川
かわ

奈
な

緒
お

美
み

さんも飛
と

び入り参
さん

加
か

してくださいまし

た。さて、おふたりからネットワーカー記者はどんなことを聞いたのでしょうか？

ユニセフ職
しょく

員
いん

のご家
か

族
ぞく

はどの

ように生
せい

活
かつ

しているのですか？



さい じん せい けい かく ひょう 

た子どもの権
けん

利
り

を守ることがむずかしいのです。

今の世
せ

界
かい

は、日本や欧
おう

米
べい

など全体の20%ほどの豊
ゆた

かな国が、

世界全体の富
とみ

の85%を持
も

っているという状
じょう

況
きょう

です。一番貧
まず

し

い世界の20%の人びとは、1日に1米ドル（約120円）ほど

の収
しゅう

入
にゅう

しかない中でくらしています。日本の人びとはその1万
まん

倍
ばい

くらいの収入があります。大きな格
かく

差
さ

がありゆがんでいま

す。これを変
か

えるのがわたしたちの仕事で、一番必
ひつ

要
よう

なことは

貧しい人びとのエンパワーメント（力をつけること）です。何

より子どもを力づけることが大切です。そして豊かな人びとの

暮
く

らしを変え、協
きょう

力
りょく

すること、それができれば、世界はよくな

っていくと思います。

援助される側
がわ

としてバングラデシュの子ど

もは先
せん

進
しん

工
こう

業
ぎょう

国
こく

をどう思っていますか？

Ａ:（久木田さん）多
た

分
ぶん

、援
えん

助
じょ

さ

れるというふうには思っていないと思います。援助する、して

あげるという関係はユニセフは持ちません。子どもたちが予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

に行くとき「痛
いた

くてやだな」とは思っても、それが援助

されているとは思わないでしょう。ただ、大きくなったときに、

あのときの学校や予防接種にはユニセフの支
し

援
えん

があったんだ

な、ということに気づくことはあるでしょう。

豊
ゆた

かな国が貧
まず

しい国を支援するというのは、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

としての責
せき

任
にん

です。ユニセフは、現
げん

地
ち

の人びととお互
たが

いに協
きょう

力
りょく

関
かん

係
けい

にあり、「子どものためになることを一
いっ

緒
しょ

にやりましょ

う」という姿
し

勢
せい

で仕事をしています。おそらく、そのためにユ

ニセフは現地で一番感
かん

謝
しゃ

されている国連機関ですよ。みなさ

んだって、ああしろこうしろと命
めい

令
れい

する先
せん

生
せい

より、あなたがた

の意
い

見
けん

を聞
き

いて、こうしたら？ああしたら？と提
てい

案
あん

してくれる

先生の方がいいと思うでしょう。同じことです。

（市川さん）わたしも援助をしてあげているとは考えません。

みんなが健
けん

康
こう

で平
へい

和
わ

な生
せい

活
かつ

をしてほしい、わたしと同じよう

に人
じん

生
せい

にいろいろな選
せん

択
たく

肢
し

がある生き方ができるようになって

ほしいと思うからするんですね。

日本より貧
まず

しい国
くに

ぐにが持
も

っている

よさとは何ですか?

Ａ:（久木田さん）わたしはバングラデシュの農
のう

村
そん

が好
す

きです。

田んぼがあって、緑
みどり

があって、生
い

き返
かえ

った感
かん

じがします。また、

人
にん

情
じょう

が豊かで人と人との関
かか

わり合いがあります。お茶
ちゃ

を飲
の

み

ながら話
はな

すゆったりした時
じ

間
かん

があるというのもいいです。

日本だって温
おん

泉
せん

に行ったり、刺
さ

し身
み

なんか食
た

べたりすると、い

いなぁと思いますが、どの国に行ってもすばらしい風
ふう

景
けい

があり

ます。モルディブでは、夕
ゆう

日
ひ

やかつお釣
つ

りの船
ふね

、いるかがジャ

ンプしている姿
すがた

などを思い出します。ナミビアには砂
さ

漠
ばく

の民
たみ

が

いて、髪
かみ

を編
あ

んで、牛
うし

の脂
あぶら

や血
ち

を混
ま

ぜた赤
あか

いものをからだにぬ

っています。彼
かれ

らが岩
いわ

の上
うえ

で夕
ゆう

方
がた

休
やす

んでいるシルエットなんて、

本当に美
うつく

しい。わたしたちにはないものがたくさんあります。

（市川さん）何といっても子どもの笑
え

顔
がお

ですね。子どもの笑顔

があるからこそ、わたしたち職
しょく

員
いん

は働いていけます。また、職
しょく

場
ば

としての開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

は、チャレンジング、つまり挑
ちょう

戦
せん

しがい

があります。やったことの成
せい

果
か

が見えやすい気がしますし、や

ったという実
じっ

感
かん

もあります。それから、単
たん

純
じゅん

なことに喜
よろこ

びを覚
おぼ

えられるようにもなりました。たとえば「水が出た」とか「電
でん

気
き

がついた」なんてことに。（笑）

今までで一番印
いん

象
しょう

に残
のこ

ったこと、達
たっ

成
せい

感
かん

を感
かん

じたことな

どを教
おし

えてください。

Ａ:（久木田さん）開発途上国の子どもたちはみんないきいき

としています。それは多
た

分
ぶん

、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

生きていかなければなら

ないからだと思います。学
がっ

校
こう

に行
い

けるなら、簡
かん

単
たん

なことでも一

生懸命学
まな

ぼうとする、そんな元
げん

気
き

があります。足
た

りないことが

あるから、補
おぎな

おうとする、それは人
にん

間
げん

の自
し

然
ぜん

な力
ちから

だと思いま

す。日本の子どもには、だんだんそういうところがなくなって

きています。スラムでも子どもたちがワーッと走
はし

り回
まわ

っている

のを見
み

ると、その元気さに圧
あっ

倒
とう

されます。そんな子どもたちか

ら、パワーをもらっている気がするのです。この仕事をやって
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かん そう 

ネットワーカー記
き

者
しゃ

のインタビ
ューを

終
お

えて…

なかなか時
じ

間
かん

のとれない久木田さんや市川さ

んから直
じか

にお話を聞けたのはとてもよい経
けい

験
けん

になりました。久木田さんや市川さんが北
きた

と

南
みなみ

の格
かく

差
さ

をなくそうと一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に仕
し

事
ごと

をし

ていることが実
じっ

感
かん

できました。こうして今も仕

事をしていられるのは「子ども達の笑
え

顔
がお

」があ

るからだ、ということも分かりました。話を

聞いていると、自分も早
はや

くこうした仕事につ

きたいと改
あらた

めて考えてしまいます。開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

は今もがんばって、格差を縮
ちぢ

めようと努
ど

力
りょく

していて、先進国が生活を変えていかなけれ

ばならないのに、我
われ

々
われ

は便
べん

利
り

を求
もと

めているだ

けなのです。こういう便利さの追
つい

求
きゅう

はもうや

めていかなければいけない、今我々は開発途

上国にあるような人と人との関
かか

わり、元
げん

気
き

の

よさを取
と

りもどさなければならないと考えて

しまいました。一
いっ

刻
こく

も早く格差がなくなり、

久木田さんのおっしゃった、世
せ

界
かい

平
へい

和
わ

と自分

自身の平和をかなえられるといいなあと思い

ます。そして、世界の明るい未
み

来
らい

を改
あらた

めて願

いたいと思います。（櫻
さくら

井
い

祐
ゆう

一
いち

17歳）

久木田さん、市川さんとお会いして、何と元

気な方たちだろうというのが第
だい

一
いち

印
いん

象
しょう

でした。

また、ユニセフ（国
こく

連
れん

児
じ

童
どう

基
き

金
きん

）の名の通
とお

り

心
こころ

から子どもたちのことを考えていらっしゃ

ることに感
かん

動
どう

しました。ユニセフの一
いち

員
いん

とし

て働
はたら

かれるときも、援
えん

助
じょ

してあげるという考

えでなく、一
いっ

緒
しょ

に子どもたちのために行
こう

動
どう

し

ましょうという考えに、国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

の原
げん

点
てん

を見
み

たような気がしました。国際協力には、さま

ざまな形
かたち

の協力があることはわかっていたつ

もりですが、その根
こん

底
てい

にある精
せい

神
しん

的
てき

なものに

ついて、いろいろなヒントをもとに、今自分

が何をすべきかをしっかり考えて、将
しょう

来
らい

、今

回の企
き

画
かく

が無
む

駄
だ

にならないような活
かつ

動
どう

をした

いと強
つよ

く思いました。子どもの笑
え

顔
がお

や元
げん

気
き

がうれしいとおっしゃていましたが、1日も早

く世界中の子ども達の笑
え

顔
がお

が輝
かがや

く日がくると

いいなと思います。そのため、ユニセフ子ど

もネットの一
いち

員
いん

として精
しょう

進
じん

していきたいです。

（大
おお

矢
や

哲
さとる

16歳）

｢国
こく

連
れん

の職
しょく

員
いん

｣は、わたしにとって本当にあこ

がれの職
しょく

業
ぎょう

なので、今
こん

回
かい

、久木田さんと市川

さんから「ナマの声
こえ

」をきくことができて本当

にうれしいです。ユニセフは、豊
ゆた

かな国で生
い

きる人たちと、貧
まず

しい国で生きる人たちとを

結
むす

ぶ大
たい

切
せつ

なかけ橋
はし

だと思いました。わたした

ちの生活と開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

の国ぐにでの生活は、も

のすごくかけ離
はな

れていますが、｢世
せ

界
かい

の人びと

がみんな幸
しあわ

せになってほしい｣と思
おも

う人は多
おお

い

と思います。そういう人の願
ねが

いを行
こう

動
どう

に変
か

え、結
けっ

果
か

を出
だ

していく。お話を聞いていて、

お二人の信
しん

念
ねん

が伝
つた

わってきました。わたしは、

インタビューが終
お

わってから、試
ため

しに久木田

さんの言っていた人
じん

生
せい

計
けい

画
かく

表
ひょう

を書
か

いてみまし

た。百
ひゃく

歳
さい

まで生きられるかは別
べつ

として、16

歳の現
げん

在
ざい

地
ち

から終
しゅう

点
てん

までに、やりたいことが

たくさんでてきました。お二人にお会
あ

いして、

夢
ゆめ

を見るだけではだめで、見
み

通
とお

しをもって行

動していくことの必
ひつ

要
よう

性
せい

を感
かん

じたので、わた

しの計画表も、何
なん

度
ど

も見直しながら、実
じつ

現
げん

し

ていきたいです。（市
いち

川
かわ

なな緒
お

16歳）

ぼくは今回の取
しゅ

材
ざい

を通していろいろ学びました。

まず、子どもたちの教
きょう

育
いく

のことです。現
げん

地
ち

の子どもたちは学校に行きたくても行けな

いということをよりくわしく聞けてよかった

と思います。

特
とく

に女の子は小学校を卒
そつ

業
ぎょう

し中学に入る頃
ころ

には結
けっ

婚
こん

させられて中学に行けないという話

には驚
おどろ

きました。

また、井
い

戸
ど

水
みず

にヒ素
そ

が入っているということ

はある本で読んだことあったけど、まさか皮
ひ

膚
ふ

病
びょう

になったりして被
ひ

害
がい

が出るほどひどいと

は知りませんでした。

また、ユニセフの資
し

金
きん

は今まで政
せい

府
ふ

が必
かなら

ず出

すものだと思っていました。しかしお話を聞

いてユニセフの資金が自
じ

由
ゆう

拠
きょ

出
しゅつ

金
きん

だというこ

とも初
はじ

めて知りました。

ぼくは今回の取
しゅ

材
ざい

で得
え

たものを、これからの

進
しん

路
ろ

や学
がく

習
しゅう

に生かしていきたいと思います。

（植
うえ

田
た

浩
ひろ

光
みつ

16歳）

今回参加してくれた 
ネットワーカー記者と 
市川さん。左から、 

大矢くん、市川奈緒美さん、 
市川なな緒さん、櫻井くん、 

植田くん 

えん じょ 

え 

はたら 

がお 

子どもたちの笑顔にはパワーがあります。 ©日本ユニセフ協会

いてよかったなあと感
かん

じるときです。

（市川さん）バングラデシュの地
ち

方
ほう

に行って、村の人や女
じょ

性
せい

、

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

などに、これからどのようなプロジェクトをしたら

よいかと聞
き

いたことがありますが、本当に真
しん

剣
けん

にいろいろ話し

てくれました。バングラデシュのすべての人びとが、子どもの

ことをよく考えていて、一
いっ

緒
しょ

に問
もん

題
だい

にとりくんでいこうとする

姿
し

勢
せい

がとても印
いん

象
しょう

的
てき

でした。

首
しゅ

都
と

ダッカの街
まち

を歩
ある

いていると、花
はな

売
う

りの子どもや、路
ろ

上
じょう

で暮
く

らす子どもをたくさん見かけ、自分の仕事が本当に役
やく

に立

っているのだろうかと思ったりもします。でも、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

話
はな

そ

うとしてくれたり、笑
わら

ってくれたりする子どもにであうと、や

ってきてよかったと思います。

日本の子どもたちに一
いち

番
ばん

言いたいことは何ですか？

Ａ:（久木田さん）まずは世界の状
じょう

況
きょう

を知ってほしい。本や

ニュースなどを見て、貧
まず

しい国
くに

と豊
ゆた

かな国
くに

との格
かく

差
さ

の構
こう

造
ぞう

や原
げん

因
いん

を知
し

ってもらいたいと思います。次
つぎ

に今何をすべきかを考え

て、それに基
もと

づいた勉強をしたり、仕事をしたりしてもらいた

いですね。

実はわたしは「100歳
さい

までの人
じん

生
せい

の計
けい

画
かく

表
ひょう

」を書いていつ

も持
も

ち歩
ある

いているのですが、ぜひみなさんにもやってほしいで

すね。計
けい

画
かく

表
ひょう

の中に、「××歳
さい

までにこれをする、こうなる」

ということと、そのためにやらなくてはならないことを書
か

き込
こ

むんです。わたしは、何歳で国
こく

連
れん

職
しょく

員
いん

になり、いつ結
けっ

婚
こん

して

（これはちょっと予定より早くなってしまいましたが）、こうい

う仕事をして、定
てい

年
ねん

後
ご

はこんなことをして、と全
ぜん

部
ぶ

書き込ん

でいます。そして、大
たい

切
せつ

なのは書
か

きかえることです。書いた通

りにはいきませんからね。きっと役
やく

に立ちますよ。

あとは旅
たび

をしてください。できるだけ早いうちに開発途上国

を訪
おとず

れたら、多くのことを学ぶことができるはずです。自分で

何かを変
か

えたいと思
おも

う機
き

会
かい

を持
も

ってもらいたいと思います。

（市川さん）日本で疑
ぎ

問
もん

に思うのは、マスコミの力が強
つよ

く、流
りゅう

行
こう

に左
さ

右
ゆう

されやすいところです。流行に左右されない自
じ

分
ぶん

を

持
も

ってほしいと思います。自分は何がしたいのかをはっきりさ

せることができれば、自分の進む道に行けるのではないかと思

います。また、ぜひ外
がい

国
こく

語
ご

を勉
べん

強
きょう

してください。英語だけで

なく、フランス語やスペイン語など。それから、専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

をさ

らに向
こう

上
じょう

させてほしいです。
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HIV/エイズ 
を知っていますか？ 

エイチ アイ　 ブイ 

2002年7月、スペインのバルセロナで「第
だい

14回
かい

国
こく

際
さい

エイズ会
かい

議
ぎ

」が

ひらかれました。これにあわせて、ユニセフやその他
た

の国
こく

連
れん

機
き

関
かん

は、あ

いついでHIV/エイズについての報
ほう

告
こく

書
しょ

を出
だ

しました。そこで伝
つた

えられた

世
せ

界
かい

の現
げん

状
じょう

は、10年
ねん

前
まえ

のどんな予
よ

測
そく

よりもひどいものでした。データに

よると、2001年
ねん

末
まつ

には、4,000万人の人びとがHIVに感
かん

染
せん

しており、

HIV/エイズで親
おや

をなくした15歳
さい

未
み

満
まん

の子どもは1,400万人にものぼっ

ています。

エイズは、後
こう

天
てん

性
せい

免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

症
しょう

候
こう

群
ぐん

という名
な

前
まえ

の病
びょう

気
き

です。HIV（ヒト免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

ウイルス）

がエイズを引
ひ

きおこします。

HIVウイルスの感
かん

染
せん

源
げん

となるのは、血
けつ

液
えき

・精
せい

液
えき

・膣
ちつ

分
ぶん

泌
ぴつ

液
えき

・母
ぼ

乳
にゅう

の4つの体
たい

液
えき

です。ただし、その体液に触
ふ

れたからといって100パーセン

ト感染するわけではなく、また、空
くう

気
き

感染したり、日
にち

常
じょう

的
てき

な接
せっ

触
しょく

で感染した

りもしません。

HIVウイルスは、血
けつ

液
えき

中の免
めん

疫
えき

システム（体を病
びょう

気
き

などから守
まも

る力
ちから

）をこ

わしてしまいます。そのため、細
さい

菌
きん

や病
びょう

原
げん

菌
きん

、カビなどによって、健
けん

康
こう

な人

であればかからないような病気になってしまったり、悪
あく

性
せい

のガンができてしま

ったりする、命
いのち

にかかわる病気です。HIVウイルスに感染しても、すぐにエイ

ズになるわけではありません。発
はつ

病
びょう

するまでに、5～10年ぐらいかかります。

でも、発病していなくても、HIVウイルスを持
も

っていれば、上の4つの感染

源を通じて、ほかの人にうつす可
か

能
のう

性
せい

があります。

今のところ、エイズを完
かん

全
ぜん

に治
ち

療
りょう

できる方
ほう

法
ほう

は見つかっていませんが、発

病を遅
おく

らせることのできる薬
くすり

は開
かい

発
はつ

されています。しかし、開発途
と

上
じょう

国
こく

では、

こうした薬は高
こう

価
か

で、ほとんど手
て

に入
はい

りません。また、栄
えい

養
よう

や衛
えい

生
せい

状
じょう

態
たい

の悪
わる

さなどがかさなり、先
せん

進
しん

工
こう

業
ぎょう

国
こく

の患
かん

者
じゃ

より発病するのが早
はや

く、また、発病し

てからも十
じゅう

分
ぶん

な治療やケアを受
う

けられることが少
すく

なく、多くが耐
た

えがたい苦
く

痛
つう

の中で、早
はや

くに命
いのち

を失
うしな

っています。

HIV/エイズに感
かん

染
せん

した15-24歳
さい

の若
わか

者
もの

：

1180万人
そのうち 730万人が女

じょ

性
せい

450万人が男
だん

性
せい

（出典：UNAIDS/UNICEF,2001）

両親
りょう¦しん

がいる子どもといない子ども（10～14歳）
それぞれの学

がっ

校
こう

に通
かよ

う割
わり

合
あい

（出典：MICS/UNICEF＆DHS1997－2001）

両親がいる、または片親といっしょに 
くらしている子ども 

両親を失った子ども 

りょう しん かた おや 

うしな 

最大の危機が世界の
子どもたちを直撃

（単位 100万） 

（年） 
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円グラフの内訳、男女別 
うち　わけ 

エイズで母
はは

親
おや

または両
りょう

親
しん

を

失った子どもの数
かず

のうつり

かわり
（1990-2000年）

最
さい

大
だい

の危
き

機
き

が世
せ

界
かい

の
子
こ

どもたちを直
ちょく

撃
げき

地
ち

図
ず

の
円
えん

グラフ

地
ち

図
ず

の
棒
ぼう

グラフ

両親を失
うしな

うと学
がっ

校
こう

に通
かよ

えなく

なる子どもがふえているのが

わかります。グラフでわかるよ

うに、エイズで親
おや

を失う子ども

は急
きゅう

激
げき

に増
ふ

えています。

©UNICEF/HQ97-0211/Horner©UNICE
F/HQ01

-0190/G
iacomo 

Pirozzi

HIV/エイズがどのような病
びょう

気
き

で、どうしたらうつるのか、

みなさんは知っていますか？　セックスなどが原
げん

因
いん

でうつるこ

とが多いこの病気について話すことは、多くの地
ち

域
いき

で敬
けい

遠
えん

さ

れ、タブーとなっています。また、この病

気にかかった人に対
たい

する偏
へん

見
けん

もあります。そ

のため、子どもや若
わか

者
もの

がこの病気のことを

知るチャンスが少なくなってしまったり、ま

ちがったことが信
しん

じられたりしています。

そこで、学校の授
じゅ

業
ぎょう

の中でHIV/エイズのことを教
おし

えた

り、若者たち自
じ

身
しん

が病気を防
ふせ

ぐための活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

したり、

といった動
うご

きが広
ひろ

がりつつあります。

10代
だい

の若
わか

者
もの

に
広
ひろ

がる感
かん

染
せん

。
正
ただ

しい知
ち

識
しき

を
身
み

につけることが
何
なに

よりも大
たい

切
せつ

HIV/エイズの

予
よ

防
ぼう

について、路
ろ

上
じょう

で

寸
すん

劇
げき

を演
えん

じて人
ひと

びとに

伝
つた

えるボツワナの

少
しょう

女
じょ

たち

学校の授
じゅ

業
ぎょう

で

人
にん

形
ぎょう

劇
げき

をやり、エイズに

ついて勉
べん

強
きょう

するタイの

子どもたち
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67％ 

旧ソ連と東ヨーロッパ、
バルト海諸国：43万人 

東アジアと太平洋諸国：
74万人 
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きゅう れん ひがし 

中東と北アフリカ：
16万人 

ちゅう とう きた 

ひがし たい へい よう しょ こく 

南アジア：110万人 
みなみ 

サハラ以南のアフリカ：
860万人 
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若
わか

者
もの

たちに伝
つた

える
エイズ予

よ

防
ぼう

のため
の3カ条

じょう

1 軽
かる

々
がる

しくセックスしない
2 パートナーはひとりに
3 いつもコンドームを正

ただ

しく使
つか

う

ネパールでは、若
わか

者
もの

たちによって“親
しん

友
ゆう

とおしゃべり”というラジオ番
ばん

組
ぐみ

が

つくられ、放
ほう

送
そう

されています。この番

組のテーマは、若者たちに共
きょう

通
つう

の問
もん

題
だい

。

たとえば、ボーイフレンドやガールフレンドとどのようにつきあった

らいいか、両
りょう

親
しん

との関
かん

係
けい

など。HIV/エイズを防
ふせ

ぐことも伝
つた

えられ

ています。毎
まい

週
しゅう

100～200通
つう

もの手
て

紙
がみ

が届
とど

く人
にん

気
き

番
ばん

組
ぐみ

です。

首
しゅ

都
と

リマ市
し

内
ない

の3つの地
ち

域
いき

では、健
けん

康
こう

な生
せい

活
かつ

やHIV/エイズの予
よ

防
ぼう

についての

研
けん

修
しゅう

を受
う

けた10歳
さい

から24歳の240人

の若
わか

者
もの

たちが、地域の子どもや若者に

直
ちょく

接
せつ

話
はなし

をしたり、公
こう

共
きょう

の場
ば

所
しょ

にポス

ターをはったり、ラジオ番
ばん

組
ぐみ

で話
はな

したりして活
かつ

動
どう

を続
つづ

けています。

これまでに、直接話をした若者は5000人以上、およそ45,000人以

上の人が彼らのメッセージをうけとっています。

知っている　　　知らない 男子　　　　　　　　　女子 

一度も学校に行ったことがない

若者たちは… 

 

 

学校を途中でやめてしまった 

若者たちは… 

 

 

 

まだ学校に通っている 

若者たちは… 

91%

9%

52% 45%

32% 26%

17%

48%

68%

83%

55%

74%

いち ど がっこう 

わかもの 

わかもの 

わかもの 

と ちゅう 

かよ 

エチオピアの東、鉄
てつ

道
どう

の町
まち

ディレダワ

で3人のきょうだいが暮
く

らしています。15歳
さい

の女の子

マセレット、11歳の男の子ベスフェカッド、3歳の女

の子テゼラシュ。製
せい

薬
やく

工
こう

場
じょう

の守
しゅ

衛
えい

をしていたお父
とう

さん

は、4年
ねん

前
まえ

エイズでなくなりました。お母
かあ

さんもそれか

ら2年後に、同
おな

じように息
いき

を引
と

きとりました。3人は、

頼
たよ

る人も収
しゅう

入
にゅう

もなく、ただそこに残
のこ

されました。

ディレダワで孤
こ

児
じ

のための教
きょう

育
いく

センターを開
ひら

いていた

マスレシャが、ものごいをする3人のきょうだいを見
み

つ

けたのは2年前でした。マスレシャは、かれらが近
きん

所
じょ

の

人たちに半
はん

強
きょう

制
せい

的
てき

に町でものごいをさせられていること

を知り、かれらの肉
にく

親
しん

をさがしまわりました。そして、

3人と半
はん

分
ぶん

血
ち

のつながった兄
あに

が郊
こう

外
がい

で妻
つま

とくらしている

ことをつきとめ、3人がそこで一緒
いっしょ

にくらせるようには

からいました。

しかし、兄とくらして5カ月、3人のようすはさらに

悪
わる

くなっていました。兄は安
あん

定
てい

した仕
し

事
ごと

がなく、お酒
さけ

を飲
の

み、しばしば暴
ぼう

力
りょく

をふるいました。兄の妻は、3人

をこき使い、学
がっ

校
こう

にも行かせませんでした。ベスフェカ

ッドは家
いえ

出
で

し、ディレダワから55kmも離
はな

れたハラール

の町でお茶
ちゃ

売
う

りをさせられているのを発
はっ

見
けん

されました。

その上、兄がむりやりマセレットを結
けっ

婚
こん

させようとして

いることを知り、とうとうマスレシャは、かれらを自分

の家で生活させることにしました。兄はかれらを連れも

どそうとしましたが、3人は拒
こば

みました。兄に誘
ゆう

拐
かい

され

ることを恐
おそ

れて、マセレットは新しい学校が決まるま

で、学校にも行けませんでした。

3人は幸
こう

運
うん

にも引きはなされることなく、マスレシャ

のもとで安
あん

定
てい

した生
せい

活
かつ

を取
と

りもどしつつあります。マセ

レットは美
び

容
よう

師
し

になるための勉強をしています。マスレ

シャは話します。「エイズで親を失い、学校もやめた子

どもたちはたくさんいます。孤
こ

児
じ

になった

子どもは、差
さ

別
べつ

や偏
へん

見
けん

にもさらされます。すべての子

どもを助
たす

けたいと思いますが、限
げん

界
かい

があります。この3

人は自分の子どもと一
いっ

緒
しょ

に、全
ぜん

力
りょく

で育
そだ

てていきます」

教
きょう

育
いく

によって身
み

につく知
ち

識
しき

健
けん

康
こう

そうに見える人でもHIVに感
かん

染
せん

していることがある、と

知
し

っている15～19歳
さい

の若
わか

者
もの

の割
わり

合
あい

（カメルーンでの調
ちょう

査
さ

、1998年）

学
がっ

校
こう

に通
かよ

うチャンスがあった子どもや

若
わか

者
もの

ほど正
ただ

しい知
ち

識
しき

を持
も

っていること

がわかります。
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ネットワーカー記
き

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

報告とお知らせ�
ほう こく し�

ユニセフ子どもネット事務局
(日本ユニセフ協会 広報室内)

住　所：〒108-8607
東京都港区高輪4-6-12

で ん わ：03-5789-2016
ファックス：03-5789-2036
電
でん

子
し

メール： jcuinfo@unicef.or.jp

かく ち いき がく しゅう かい ほう こく�
し�

内
ない

戦
せん

にゆれるソマリアの今
いま

を聞
き

こう！

次
じ

号
ごう

では、アフリカの東はしにある国ソマリアの北部の町、ボサソのユニセフ事務所長

をしている中
なか

井
い

裕
ひろ

真
まさ

さんにお話をうかがいます。ちょうど7月にはユニセフ親
しん

善
ぜん

大
たい

使
し

の黒
くろ

柳
やなぎ

徹
てつ

子
こ

さんがソマリアを訪
おとず

れ、中井さんはその案
あん

内
ない

をしました。

中井さんはこれまで、ミャンマー、イラク北
ほく

部
ぶ

など、紛
ふん

争
そう

が続
つづ

く地
ち

帯
たい

で仕事をされてき

ました。長い無
む

政
せい

府
ふ

状
じょう

態
たい

の後
あと

、ようやく政
せい

府
ふ

ができましたが、まださまざまな勢
せい

力
りょく

の間

で争
あらそ

いが続
つづ

き、混
こん

沌
とん

としています。そのような中でユニセフが活動するとはどんなことな

のか、ソマリアの子どもたちはどんなようすか、ぜひみなさんの言
こと

葉
ば

で聞
き

いてください。

記
き

者
しゃ

がはじめての人もだいじょうぶです。どんどん応
おう

募
ぼ

してくださいね。

■ネットワーカー記者募集人数：4～5人（応
おう

募
ぼ

者
しゃ

が

多
おお

いときは、抽
ちゅう

選
せん

または選
せん

考
こう

します）

■応募方法：右
みぎ

にある1～5までを書
か

いて、郵
ゆう

便
びん

、フ

ァックス、電子メールでユニセフ子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

へ送
おく

ってください。

■しめきり：9月18日（木）
インタビュー日は9月28日（土）の予

よ

定
てい

です。

ネットワーカー記者の交
こう

通
つう

費
ひ

は日本ユニセフ協会

が負
ふ

担
たん

します。

FAX

郵便�

MAIL

1.ネットワーカー番号
2. 名前
3. 学年（年齢）
4. 住所、電話などの連絡先
5. 中井さんに聞いてみたいこと

募集�募集�
ぼ しゅう�

子ども達が、学校に行けないと分かり、

わたしは行けるのにかわいそうだなと

思いました。サヌータだけではないけ

れど、子どもが売られてしまい、親に会

えなくて、誰かにだまされたと分かって、

かわいそうでたまりません。私だったら

絶対に許せません。(原島 渚  9歳)

世界にまだまだ困っている

子どもがたくさんいること

がわかり、とても勉強になり

ました。(井上 鈴香  12歳)

ワールドカップの影響で、テレビであまり�

アフガニスタンやイスラエルのようすが報

道されずわかりませんでしたが、そんなとき

に、記者の人たちのインタビューでくわしい

ことがわかりました。とてもよかったです。

ぜひ世界会議に参加した他の国の人の感

想も聞いてみたいです。(N.啓子  14歳)
関西の人の記事がのってい

なかったのが残念です。関

西でも学習会やりたいです。  

(橋本 優太  10歳)

私は、「商業的性的搾取」とは

何だかよく分からなかったんだ

けど、分かりやすい話になって

いてよかった。あと、ネットワー

カーの感想がたくさんのってい

たので、身近に感じることがで

きました。(大沼 芙実子 12歳)

今回の創刊号、とても分かりやすく、興

味深かったです。中でも、アフガニスタ

ンの子どもたちのことをとりあげた記事

が、私が今まで思いこみで、アフガニス

タンは貧しい暗い国だと思っていたけ

れど、違うんだなと思いました。そして、

人びとがよい暮らしを送れるようになっ

ても、まだまだ地雷などの問題は残って

いるということも難しい課題だと思いま

した。今度は子ども兵士のことについて

も知りたいです。(中佐 友衣  15歳)

「アフガニスタンの子ども達は今」

を読んで思ったことです。アメリカは

昔、日本に原爆を落としてたくさん

の人の命を奪ったのに、アフガニス

タンでも地雷や報復戦争でたくさん

の命を奪っています。私はアメリカ

にイエローカードを出してほしいです。

(浅岡 真理子  18歳)�

�

そう　　かん　　ごう�
とど�
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も

く

じ

2001年2月21日にうまれた「ユニセフ子どもネット」。昨年
さくねん

は、ユニセ

フが世
せ

界
かい

的
てき

にとりくんだSay
セ イ

Yes
イエス

for
フォー

Children

チ ル ド レ ン

キャンペーンを日本でおこ

なうために資料
しりょう

をつくったり、署名
しょめい

活動
かつどう

をしたり、12月に横浜
よこはま

でひらかれ

た「第
だい

2回
かい

子どもの商業的
しょうぎょうてき

性的
せいてき

搾
さく

取
しゅ

に反対
はんたい

する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

」に向けて学習
がくしゅう

会
かい

や合宿
がっしゅく

セミナーをおこなったり…、世界会議の日本代表
だいひょう

に選
えら

ばれたネット

ワーカーは本番
ほんばん

でも大活躍
だいかつやく

しました。
ユニセフ子どもネットの活動は、世界の注目

ちゅうもく

も集めています。今年発行
はっこう

され

るユニセフの年
ねん

次
じ

報告
ほうこく

などにも、その活動
かつどう

がとりあげられるかもしれません。

日本は、知
ち

識
しき

や情報
じょうほう

を学ぶことには熱心
ねっしん

だけど、自分の意
い

見
けん

を世界に向け

て発表
はっぴょう

したり、この地
ち

球
きゅう

をよりよいものにするために率先
そっせん

して活動することに

はあまり熱心ではないと思われてきました。ユニセフ子どもネットが、「子ども

の権
けん

利
り

」にかかわる世界的な運動
うんどう

に積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

することで、「日本の子ども

は、世界の問題を考えたり、発言
はつげん

したり、行動
こうどう

したりするぞ」というメッセー

ジを世界に伝
つた

えることができるでしょう。
ユニセフ子どもネットは世界のことを考え、世界に向けて活動します。その

使
し

命
めい

は、「この世界を子どもたちが健康
けんこう

に幸
しあわ

せにくらせる世界に変
か

えていくこ

と」。

そのために、世界の問題に関心
かんしん

を持
も

ち、学
まな

び、自分の意
い

見
けん

を持ち、その意

見を世界に発表していくことが必要
ひつよう

です。この「ユニセフ子どもネットニュー

ス」がそうしたことを実現
じつげん

し、みなさんの情報
じょうほう

交
こう

換
かん

の場になることを願
ねが

ってい

ます。このニュースレターはネットワーカーのみなさんがつくっていくもので

す。いっしょに大きく育
そだ

てていきましょう。

いよいよはじまった2002FIFAワールドカップTM。昨年
さくねん

11月、国際
こくさい

サッカ

ー連盟
れんめい

（FIFA）とユニセフはこの大会
たいかい

で子どもたちのために協力
きょうりょく

することを決
き

め、6月19日（水）は、世
せ

界中
かいじゅう

どんなところでくらしている子どもたちもサッ

カーを楽
たの

しめる日
ひ

「子どものためのワールド・サッカー・デー」になりました。

4月27日（土）、ユニセフ特
とく

使
し

として来日したナーネ・アナンさん（国連事

務総長夫人）をお招
まね

きして子どものためのワールド・サッカー・デー記念セレ

モニーと子どもセッションがひらかれました。セレモニーでは、ワールド・サッ

カー・デーの成功
せいこう

に向けてさらに協力
きょうりょく

して取
と

り組
く

もうと約束
やくそく

されました。

子どもセッションでは、アナンさんに子どもたちが質問
しつもん

しました。ネットワ

ーカーの大
おお

矢
や

透
とおる

くん（14歳
さい

）は「スポーツに国境
こっきょう

はないと思
おも

います。日本の

子どもにメッセージはありますか?」と質問
しつもん

しました。アナンさんは、「サッカ

ーは、さまざまな人びとが出会
で あ

う機
き

会
かい

になり、スポーツを超
こ

えた大きな意味
い み

が

あります。子どもたちには、レクリエーションを楽
たの

しみ、遊
あそ

ぶ権
けん

利
り

があります。みなさんが世
せ

界
かい

のことを考
かんが

えてくれる

ことにはとても意味
い み

がありますよ。」と答
こた

えてくれました。
�セレモニーには高円宮

たかまどのみや

両
りょう

殿
でん

下
か

もご臨席
りんせき

され、アナンさ

んと岡
おか

野
の

俊一郎
しゅんいちろう

日本サッカー協会
きょうかい

会長
かいちょう

、澄
すみ

田
た

智
さとし

日本ユ

ニセフ協会会長がサッカーボールにサインをしました。

※総会
そうかい

で子どもたちが発表
はっぴょう

したアピールの全文
ぜんぶん

やアナンさんとのQ＆Aなどをホームページでお伝えしています。 http://www.unicef.or.jp
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子どもにふさわしい世
せ

界
かい

をつくるために何
なに

を

したらよいか話
はな

し合
あ

う「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」

が5月8日から10日までアメリカ・ニューヨ

ークの国連本部
こくれんほんぶ

でひらかれました。60か国以

上の総理
そう り

大臣
だいじん

や大統領
だいとうりょう

をはじめ、合計
ごうけい

6000

人以上が参
さん

加
か

しました。本会議
ほんかいぎ

の前
まえ

、5月5日から7日まで、138

か国から362人の子どもたちが参加して「子

どもフォーラム」がひらかれ、子どもたちだけ

での話し合いもおこなわれました。ここでまと

められた子どもたちのアピールは、8日の本会

議で発表
はっぴょう

されました。子どもが国連総会
こくれんそうかい

で

演説
えんぜつ

するのはこれがはじめてのことです。
「わたしたちは世界の子ども。わたしたち

は搾取
さくしゅ

や虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている子ども。わたした

ちはこれまで声を聞いてもらえることのなかっ

た子ども。…わたしたちは子どもにふさわしい

世界がほしいのです。」こうはじまった子ども

のアピールは、子どもにふさわしい世界はどん

な世界かをひとつずつ説明
せつめい

し、最後
さい ご

に「おと

なはわたしたちを未来
み らい

というけれど、わたした

ちは今ここにいる現在
げんざい

でもあるのです。」とし

めくくりました。
その後、世界各国のリーダー達

たち

は熱心
ねっしん

な

議論
ぎ ろん

をし、これから世界の子どもたちのため

に果
は

たす約束
やくそく

を決
き

めて閉会
へいかい

しました。
この会議については、次号

じ ごう

のユニセフ子ど

もネットニュースでくわしくお伝えします。

アナン国連
こくれん

事務
じ む

総長
そうちょう

夫
ふ

人
じん

ユニセフ特
とく

使
し

として来日
らいにち

トピックス

TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TO

UNICEF

国
こく

連
れん

子
こ

ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

がひらかれました各国
かっこく

の子どもたちが世
せ

界
かい

に向
む

けてメッセージ
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せ�かい� こま�

べん�きょう�

えい�きょう�

き�しゃ�
いの�うえ�すず�か�

せ�かい�かい�ぎ� さん� ほか�か� かん�

けい�そう� こ�

かん�さい� き� じ�

がく�しゅう�かい�

ざん�ねん�

はし�もと�ゆう�た�

じ�らい�

く�

ちが�

まず� くら� くに� おも�

じ�き�

み�ぶか�

そう�かん�ごう� きょう�

おく�

もん�だい� のこ�

へい�し�こん�ど�

なか�さ� ゆ�い�

わたし� しょう�ぎょう�てき�せい�てき�さく�しゅ�

はなし�

むずか� か�だい�

み�ぢか� かん�

かん�そう�

おお�ぬま� ふ�み�こ�

いのち� うば�ひと�

よ� おも�

たち�

たち�

むかし� げん�ばく� お�

いのち� うば�

じ�らい� ほう�ふく�せん�そう�

おさ�おか� ま� り�こ�

だれ�

う� おや� あ�

はら�しま�なぎさ�ぜっ�たい� ゆる�

ほう�

どう�

関
かん

東
とう

学
がく

習
しゅう

会
かい

6月22日

6月にひらかれた関
かん

東
とう

の学習会では、昨
さく

年
ねん

の横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

したネットワーカー

が昨
さく

年
ねん

度
ど

の活
かつ

動
どう

を説
せつ

明
めい

した後
あと

、今
こ

年
とし

どん

なことをしたいか自
じ

由
ゆう

な話
はな

し合
あ

いをしま

した。そこでは、「現
げん

地
ち

の活
かつ

動
どう

を見
み

てみた

い」、「もっとネットワーカーを増
ふ

やした

い」、「ビデオや映
えい

画
が

をつくりたい」、「ユ

ニセフ子どもネットの歌
うた

をつくろう」、な

どのアイディアがたくさん生まれました。

九
きゅう

州
しゅう

学
がく

習
しゅう

会
かい

8月7日

九州では、第3回学
がく

習
しゅう

会
かい

が、8月7日に福
ふく

岡
おか

市
し

中

央児
じ

童
どう

館
かん

でひらかれました。主
おも

なテーマは「子ども

の兵
へい

士
し

」。ビデオや資
し

料
りょう

を使
つか

って学習とディスカッ

ション、そして、「子どもの兵
へい

士
し

が命
めい

令
れい

されてする

殺
さつ

人
じん

は許
ゆる

されるか？」(ただし、子どもはおとなの

兵士に、敵
てき

の子どもの兵士を殺
ころ

すよう命
めい

じられた

とする）というテーマでディベート（「許される」という立場と「許されない」とい

う立場にわかれて、それぞれの意見をたたかわせること）をおこないました。少
しょう

人
にん

数
ずう

でしたが本
ほん

音
ね

を熱
あつ

く語
かた

り合
あ

うことができ、充
じゅう

実
じつ

した1日でした。 (新
にっ

田
た

真
しん

之
の

介
すけ

)

原
げん

画
が

展
てん

8月20～23日

また、福
ふく

岡
おか

県
けん

のネットワーカーが協
きょう

力
りょく

して、8月20～23日まで福岡

市中央児童館で、子ども買
かい

春
しゅん

や人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

を伝
つた

える絵本『子どもの権

利を買わないで～プンとミーチャ

のものがたり』の原画展を成
せい

功
こう

さ

せました。会
かい

場
じょう

との話し合いや、ち

らしの原
げん

案
あん

づくり、新
しん

聞
ぶん

やテレビへ

のはたらきかけなど、すべてネットワーカーが行いました。新聞にも大きく取
と

り上
あ

げられ、また開
かい

催
さい

期
き

間
かん

中
ちゅう

はテレビの取
しゅ

材
ざい

もあったそうです。

昨年11月18日、横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

（第2回

子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

に反
はん

対
たい

する

世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

）に向けた学
がく

習
しゅう

会
かい

をひらき

ました。10数
すう

名
めい

の高
こう

校
こう

生
せい

が企
き

画
かく

し、

幅
はば

広
ひろ

い年
ねん

齢
れい

層
そう

の人が参
さん

加
か

しました。そ

の中で子どもへの暴
ぼう

力
りょく

防
ぼう

止
し

にとりくん

でいる団
だん

体
たい

“CAP新
にい

潟
がた

”の指
し

導
どう

で護
ご

身
しん

術
じゅつ

を体
たい

験
けん

しました。いじめや虐
ぎゃく

待
たい

などの暴
ぼう

力
りょく

にあ

ったときに、何ができるかを学
まな

ぶプログラムです。口をおさえられたらその指をはがしてみ

る、大
おお

声
ごえ

を出して助
たす

けを求める、などを体
たい

験
けん

しました。最
さい

初
しょ

は声が小さかったけれど、最
さい

後
ご

には会
かい

場
じょう

がわれるほどの声
こえ

を出すことができました。「権
けん

利
り

」を体
たい

感
かん

でき、それが子ども

買
かい

春
しゅん

を考える上でも意
い

義
ぎ

がありました。学
がく

習
しゅう

会
かい

を経
へ

て、子ども買春が身
み

近
ぢか

に感じられなか

った人も、なくしたい、もっと知りたい、伝えたい、という意
い

見
けん

になっていきました。ひと

りではできなくても、多
おお

くの人が立ち上がれば世界は変
か

わると思います。 （小
こ

山
やま

みどり）

＊学習会を企画するときには、まず事務局と相談してください。
＊九州と新潟の学習会のくわしい報告書は日本ユニセフ協会ホームページのユ
ニセフ子どもネットのサイトに掲載予定です。（www.unicef.or.jp）
（ユニセフ子どもネットのサイトは新しくなりました！ ぜひのぞいてみてください）

小山みどりさんは、ユニセフ子どもネッ

トワーカー以外の人びとにも呼びかけて、

新潟で学習会をおこないました。

いろいろなかたちで学習会いろいろなかたちで学習会


